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新春 会津塾2026in喜多方 

 

主催：一般社団法人会津地域文化藝術フォーラム  

日時：令和７年１１月１日（土）13:15～17:30  

    会場：大和川ミュージアム四方 昭和蔵      

 

◆◇◆ 主催者挨拶・問題提起 ◆◇◆ 

一般社団法人会津地域文化藝術フォーラム 代表理事  

（国立大学法人 福島大学 行政政策学類 客員教授） 髙 野 武 彦 

 

＜基本テーマ＞ 

みんなで紡ぐ未来に向けた「会津・喜多方物語」 
～本との出会いから未来の地域づくり～ 

 

皆さん、こんにちは。 

本日はお忙しい中、またお休みの中、ご参加いただき

まして誠にありがとうございます。 

会津地域文化藝術フォーラムで代表理事をしておりま

す高野です。また、私は福島大学行政政策学類の客員教

授をしております。 

本日は、この２つの立場で、お話をしたいと思ってお

ります。 

（会津地域文化藝術フォーラムの概要） 

私どもの会津地域文化芸術フォーラムは、活動開始してから来月で丸２年となる喜多方

市に本社をおく、まだまだ歴史の浅い団

体です。 

私どもは、一言で言えば、会津17市町

村全域を対象とした地域づくりの団体で

す。 

理事には、喜多方商工会議所の佐藤富

治郎会頭、大和川酒造の佐藤彌右衛門会

長、会津若松商工会議所の渋川会頭、三
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島町の佐久間建設の佐久間会長、南会津の會津酒造の渡部文一取締役、そして顧問には塩

川出身の東邦銀行の元頭取である北村氏、元福島県立博物館長の赤坂先生に入っていただ

いて活動しています。 

また、会津17市町村中、11市町村が会員となっている団体です。 

地域づくりのいろんな活動をしておりますが、今日は、私どものメイン事業である「会

津塾」をここ喜多方市で開催したいと企画しました。直近では、11月には会津美里町で開

催しました。 

 

（今日のテーマと趣旨） 

今日のテーマは、「みんなで紡ぐ未来に向けた「会津・喜多方物語」～本との出会いか

ら未来の地域づくり～」ということで、このあと15時５分から、ご案内のとおり、喜多方

を代表する６名の皆さんから、まずは、ご自身のお気に入りの本の紹介とご自身の地域づ

くりに向けた思いを語っていただきながら、これからの会津・喜多方が未来に向けて、ど

んな『会津・喜多方物語』が描けるのか、会場の皆さんとともに考えていきます。 

その前に、私から、なぜ本日ここで「本との出会いから未来の地域づくり」というお話

をするのか、14時50分までお話ししたいと思います。 

 

（私の出会った本） 

私の出会った本として紹介したいのは、赤坂憲雄先生と会

津学研究会が編纂した『会津物語』（朝日新聞出版 2015年） 

です。 

これは、東日本大震災と原発事故があり、新潟・福島豪雨

災害もあった後の2011年の８月18日から2014年の７月まで、

朝日新聞の福島版に連載されたものです。ご記憶にある方も

いると思います。 

この『会津物語』。簡単に言うと親や祖父母から言い伝え

られた「キツネに化かされた」お話や、ヤマンバとか、大蛇

や牛、子どもが授かる話とかのお話です。この『会津物語』

には、会津地域の皆さんの生の言葉で語られた100のお話が綴られています。 

 

（朝日新聞に連載中の私） 

この連載中、原発事故からの復興再生の初期、私は、県庁の農林水産部の企画主幹の立

場にあって、県の農林水産業における復興の企画責任者でありました。福島県内の農家の
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皆さんとの県内各地で住民説明会をしたり、ＪＡの皆さんとの毎月の協議をしながら、農

地や果樹の除染、家畜対策、そして米の全量全袋検査をはじめとする食品の放射線検査な

どに取り組んでいました。 

原発事故によって、自分の住んでいる先祖代々受け継いできた土地で、自分で耕し育て

た作物が食べられない、牛の乳が飲めない、果物も食べられない、この悔しさ。無念さ。

憤り。どこにぶつけたらいいんだ。育ててきた牛とも別れなければならない。自分の人生

が、家族の歴史がすべて奪い取られた思い。どこにぶつけたらいいんだ。 

そうした思いを抱えていたことを思い出します。 

 

（『会津物語』：「人のような牛」） 

会津物語に「人のような牛」の話があります。概要をお話します。 

 

昔はヤギと牛を家で飼っていて、農作業に牛は欠かせなかった。その家の

牛は「いまちょっと、かがんでくれっと、積みやすいんだがなあ」と言うと、

急に前足を上げて、近くの窪みに寄りかかり体を低くしてくれるとのこと。

自分で考えて動く「人のような牛」だったそうです。 

時代の流れの中で、耕運機を買うことになりました。この牛も手放さなけ

ればならなくなりました。 

ある日、迎えに来た博労さんがいくら引っ張っても頑として牛は動かない

のです。動こうとしない牛をみて、とても家族は切なくなったそうです。 

そこで「今までよっぱら骨折って頑張ってくれたがら、これからは家さ帰

ってゆっくりすんだぞ。博労さんの言うこと聞いて行くんだぞ」とやっと言

うと、長く一声鳴いて、大きい涙を１滴流し、踏ん張ってた足を緩めたとの

ことです。 

 

（原発事故と『会津物語』、そしてキツネ） 

原発事故からの復興再生の時にこの会津物語の意義は、私にとっては大きかったです。 

原発は、ひとたび事故を起こせば、人間の知恵や技術では一切制御できない恐ろしいも

のであることを私たちは実感しました。それが現実です。 

事故から15年たつ中で、原発が次々と再稼働しています。しかし、一端事故が起きれば、

私たち人間は何もできない、逃げるしかない。また長期の避難生活が強いられる。家族も

友達も牛も鶏も田んぼも畑も生きてきた証も全部奪ってしまう。これが私たちが経験した

現実です。 
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『会津物語』には、キツネに化

かされた話が多く出てきます。キ

ツネの話から原発について考えさ

せられました。 

キツネに化かされた話に触れて

いるうちに、キツネは私たちに触

れてはいけない境界を示唆してい

るのだという思いになりました。 

私たち人間が、ある自然の領

域、ある精神の領域に入ろうとするときに、ふっとキツネが姿を現します。そして、私た

ち人間をからかい、警告し、あちら側でなく、今までいたこちら側に戻るようキツネは促

しています。私にとってキツネに化かされた話は、原発事故の教訓というものにも思えま

した。 

 

（『会津物語』：「キツネにはタバコ」） 

『会津物語』に、喜多方市に伝わる「キツネにはタバコ」というお話があります。概要

をお話しします。 

  

    これは母から聞いた話だそうです。 

一日の仕事を終えて帰る頃は暗くなる。ある日、いつもの通いなれた道に、

いきなり大きな山かできていたことがあった。 

普通ではないので、「これはキツネだな」とすぐにわかったらしい。親か

ら、「キツネに化かされそうになったら決して動くんでねえ。動くと歩かさ

れたりモノを取られたりすんだ」と聞かされていたから、母は大きな山の前

にドッカと腰を下ろして、刻みタバコをキセルに詰めて、プカーとふかした

んだそうだ。 

すると、二服するうちに山は消えてしまった。動物はタバコのにおいが嫌

いなんだそうだ。 

そのとき、あわてて山を越えようとしたり回り道しようと動くと、とんで

もなく歩かされるのだという。 

 

（人間は自然の中の一部） 

私たち人間は自然の中の一部です。地球・自然の歴史は約４６億年ですが、私たち人類
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が道具と火を使った原人は、わずか

200万年前です。縄文時代はわずか

16500年前から2300年前まで続き、

そこから弥生時代以降稲作をして今

に至ります。 

「人間は自然の中の一部」だとい

うことを改めて認識しなければなり

ません。私たち日本人は、自然への

畏敬の念を強くもち、自然災害や自

然の力には人間は全く及ばないので、自然を受け入れ正しく恐れ、自然と共生することを

してきました。 

現代では、毎年のようにおこる甚大な豪雨災害、地震災害に加え、メガソーラーや風力

発電の環境への問題があります。熊の問題もそうです。大きく言えば戦争もそうです。 

１月10日のＮＨＫの「知的探求フロンティア」で、日本人は「不安」を感じる「セロト

ニントランスポーターＳ型遺伝子」を持つ方が日本人の約80％ということです。 一方、

欧米人は約40％、アフリカ人は約30％と大きく違います。  

これらの問題は「人間は自然の中の一部」だということを正しく理解し正しく恐れ、正

しく向き合っていないからおこる問題です。「自然の一部である人間」という認識に導か

れた精神文化や叡智が、人間らしく生きる基盤であることを私たちは再認識すべきです。 

 

（『会津物語』：「握り飯を撒く」） 

『会津物語』に、昭和村に伝わる「握り飯を撒く」というお話があります。これもキツ

ネに化かされる話ではありますが、概要をお話しします。 

 

山を歩く前に握り飯を野においてから峠を歩くようにしてからは、キツネ

に化かされなくなったというある村人の体験談から伝わる村の風習です。 

山仕事に行ったりするときは、握り飯のひとかけを野にぱっと撒いてから

残りを食うと良い、という作法です。 

自分一人で食わないで、山のいろんな生物と分け合うとのことです。 

 

これは鳥獣との共生のお話です。 

これらのお話が、なぜ私の会津地方振興局長時代の施策につながっているのか、そのお

話をしたいと思います。 
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（『会津物語』と会津地方振興局時代の施策の関係） 

私が会津地方振興局長として着任したのは、令和３年４月です。コロナ禍まっただ中、

会津地域が一番感染状況が悪くなっている中でした。 

コロナ禍の中、やるべきことに

しっかり取り組まないとコロナ後

に取り残されるという危機意識を

私は強く持っていました。 

会津の置かれている現状は、

「会津はひとつ」のスローガンの

下、広域連携により行政も政治も

経済も再構築していかないと成り

立たない。この「危機意識」とメ

ッセージと処方箋を示す。それが

会津地方振興局長としての私の使

命、そう思いました。 

ゆえに、全国初の「人生100年時代会津地域自治体広域連携指針」を示し、令和の時代

に会津藩の日新館を「会津ＤＸ日新館」として蘇らせたのです。 

 

（『会津物語』の示唆：時代がどんなに変化しても、変わらない精神の文化をおろそかに   

しては、私たち人間は自滅に向かってしまう） 

なぜ「会津はひとつ」なのか。 

会津は喜多方市や会津若松市に、会津の各地から働きに来ている、高校、病院、会津の

生活圏は市町村内にとどまらず生活圏が広範囲です。 

父ちゃん母ちゃんじいちゃんばあちゃんが周辺市町村に住んで、息子や娘が、喜多方や

会津若松に住んでいる。家族の暮らしも広範囲です。 

ここで、会津物語は、古から伝わる精神文化の話です。時代がどんなに変化しても、変

わらない精神の文化をおろそかにしては、私たち人間は自滅に向かってしまうことを『会

津物語』は示唆しています。 

そして、この精神文化の範囲は１７市町村域のオール会津なのです。だから、まず、古

くて新しい「会津はひとつ」をスローガンに掲げて政策展開したというのが私のスタート

でした。 

では、なぜ広域連携なのか。 

『会津物語』は、先ほども申しましたように「古からの精神文化」の伝承です。 
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精神から人々の生活に目を移しますと、会津地域は、喜多方、奥会津も含め、数々の遺

跡が物語っているように、縄文時代から人々が住み、生活を営んできました。 

そして、この縄文時代の日本の人口分布は、約６割近くが、東北地方、関東地方に多く

の日本人がいて、紀元前2900年ころの縄文時代晩期には、東北地方が半数を占めるに至っ

ております。 

このように、会津地域には「縄文時代から続く生活文化」がある。そして、厳しい自然

環境と共生しながら育まれている会津の文化は、縄文時代から磨かれてきた貴重な宝であ

り、それを守り育てたい。 

会津若松の人は、武家文化以降のことを多く言いますが、全会津を見て欲しい。縄文文

化、古墳、会津仏教文化、キリシタン文化、伝統工芸など、会津一円でみると素晴らしい

地域の宝があります。まさに「会津はひとつ」で見るべきなのです。 

この視点が、地域づくりの私の最大重要なこだわりとなっています。ゆえに、県を退職

した今も、こうして会津にかかわっているのはここなんです。 

 

（赤坂憲雄先生との出会いと「人生100年時代会津地域自治体広域連携指針」） 

「地域の持続可能な発展には、歴史や文化を踏まえた施策が重要」なんです。それが、

仮説から確信に変わったのが、実は今立っているこの場所（大和川ミュージアム「昭和

蔵」）なんです。 

５年前、彌右衛門さんに口説かれて、「蔵の町のシンポジウム」にパネラーとして招か

れました。そこに赤坂憲雄先生がいました。私は、そのとき初めて赤坂先生にお会いしま

した。 

赤坂先生と『会津物語』の話をしました。赤坂先生からは、喜多方の文化と『奥会津ミ

ュージアム』に関する思いを聞かされました。 

非常に感銘を受けました。そこで、会津地域の県・市町村のバイブルとして全国初の

「人生１００年時代会津地域自治体広域連携指針」をこれからつくる上でのヒントと確信

を得ました。 

ヒントとは、当初この指針はデジタルのＤＸが目的でしたが、ここで、ＤＸを手段にし

た総合的な自治体広域連携指針に進化させることにしたのです。その進化によって、そこ

に会津の文化芸術活動をしっかり位置づけていくことが大事だと確信し、その場で赤坂先

生に、しっかりと後押ししますと約束しました。 

 

 ここに、完成した広域連携指針には次のように書き込まれています。 
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○ 地域の文化は、豊かな自然を背景に、豊かな農作物や水産物がとれることで、農林

水産業がその地域の基幹産

業となり、やがてそれらが

その地域独特の自然環境の

中で発展しながら独特の食

や工芸等が生まれ、地域の

文化として育まれてきまし

た。さらに、それらが製品

化され、特産物、民芸品等

として売られてきたよう

に、地域文化は、古くから

交流人口や関係人口の増加

に寄与する重要な要素であ

り、地域経済の持続的発展を可能とするための必要な要素でもあります。 
   

自然⇒文化⇒第一次産業⇒第二次産業⇒第三次産業⇒（経済循環）⇒第一次産業・・・ 
 

○ 文化は、人間が人間らしく生きるために極めて重要であり、人間相互の連帯感を生

み出し、共に生きる社会の基盤を形成するものです。また、より質の高い経済活動を

実現するとともに、科学技術や情報化の進展が、人類の真の発展に貢献するものとな

るよう支えるものです。 

 

会津ＤＸ日新館はなぜ必要なのか。これは、地域課題を解決する仕組みです。 

熊対策を例にすれば、熊を単に駆除

するのではなく、その生態などを理解

しなければなりません。里山を保全

し、人間と熊の境界を設けなければな

りません。 

地域の課題を解決するための装置が

会津ＤＸ日新館なのです。 

この会津ＤＸ日新館と合わせて「集

落の教科書」づくりもしました。これ

は西会津町奥川地区中町集落の教科書

です。奥側地区で自然と共生して生き
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ていくための住民共通の教科書を会津地方振

興局の職員と奥側地区の皆さんで作っていた

だきました。 

 

（高齢化率のもう一つの見方） 

喜多方市の高齢化率は39.4％です。まもな

く40％になるでしょう。会津は金山町の60．

3％を筆頭に50％台が４町村、40％台に９町

村です。 

一般的に深刻な高齢化率をみて、多くの人

は大変だといいます。しかし、見方を変えれ

ば、「会津地域に住み続けたい」と思ってい

る方が、40％、50％、60％もいるということ

です。 

「会津に骨を埋めたい」と言う方々です。

これらの方々をまずは大切にする地域づくり

を私たちはしなければなりません。 

 

（「誇りの空洞化」） 

一方で、若い方や女性が、なぜ、住み続け

たいと強く思えないのか。その理由は、住み

続けていく自分の未来予想図が描けないから

です。特に、高校生、就職しようとしたと

き、会津で一生暮らしていく自分が描けな

い。だから首都圏、仙台等に出て行く。大学

生、卒業して会津に戻って生きていく自分の未来予想図が描けない。だから帰ってこない。

女性の皆さん。会津で自分のやりたいことをしながら幸せな家庭を築いていく未来予想図

が描けない。これが、人口減少問題の核心です。 

これを「誇りの空洞化」と学術的にはいいます。地域への「誇り」がこの人口減少を食

い止める鍵です。 

人間、誇りをもつとその誇りを守ろうとします。そして、さらに磨こうとします。この

磨こうとするのが挑戦です。この挑戦は、未来への挑戦であり、地域活性化につながるの

です。 
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人口減少対策には、こ

れまでの少子化対策や雇

用対策、移住対策と併せ

て、この「誇りの空洞

化」対策を車の両輪とし

てやっていかないと本当

の人口減少対策になって

いかないと私は思いま

す。 

「住み続けられる」未

来予想図を描ける地域に

する。 

誰もが皆、人生の主人公です。主人公たる自分の人生、豊かに、会津の地で終えている

素敵な姿を見せていくのが、やるべき政策です。それが誇りにつながります。 

この誇りを育むのが、地域の歴史、風土、自然であり、本日話題としています、精神文

化や生活文化を含めた文化・芸術であります。 

 

（人間は感動する唯一の動物） 

なぜ、それが有益なのかといえば、人間は感動する唯一の動物だからです。 

その感動をあたえるきっかけに本があります。 

一般的には、デジタル技術の進歩は、ＡＩという段階に到達し、更なる進化が期待され

ますが、私たちの未来はどうなるのでしょうか。 

一方でアナログの本は、ページをめくるたびに様々な人、地域、時代、考え、技術など

と多くの対話をする機会を与えてくれるという気づきを促してくれます。 

私の場合は『会津物語』がその一つでした。ＡＩに頼ることで思考力を劣化させ、答え

は自ら探さなくても得られると錯覚したなら、人生を刻む耐久力や創造力はなくなる危う

い世界が生まれるかもしれません。 

私は、デジタルとアナログの本は、対峙するものでなく「共生」するものだと思います。 

どちらも必要だということ。 

１月７日のＮＨＫの「クローズアップ特集でもありましたように、世界の潮流は、デジ

タルがもたらす学力や認知機能の低下が科学的に証明されたために、手書きをすることや

紙の本を読むことに戻ってきて、デジタルとの「共生」に移行しているのだそうです。 

書店が今、激減しています。全国で2014年には15,602店舗あった書店が、１０年後の
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2024 年 に は 2 ／ 3 の

10,918 ま で 減 り ま し

た。書店のない市町村

が27.7%もあります。 

書店は地域の文化の

拠点です。また、気軽

に立ち寄れて、立ち読

みして意図しないジャ

ンルの偶然の出会いを

もたらすなど、地域の

文化のよりどころで

す。さらには街の景観

の一部です。 

そうしたことも踏まえ、本日は、15時５分からパネラーの皆さんから自分の本との出会

いを紹介いただき、「みんなで紡ぐ未来に向けた『会津・喜多方物語』～本との出会いか

ら未来の地域づくり～」というテーマに、会津地域で若い力が最も熱いともいえる喜多方

で、未来語りをしたいと思います。 

これから15分の休憩に入ります。 

昨年オープンした古書店『二丁目の夕陽』の移動販売、福島県立博物館から図録なども

販売します。どうぞご堪能ください。 

ご静聴ありがとうございました。 
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